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２０１９年４月１日 

第 100回ピースボート 

おりづるプロジェクトの概要とその成果 
 

●クルーズ 第１００回ピースボート「地球一周の船旅」 

●テーマ 「～核兵器の禁止から廃絶へ 市民の力で進めよう～ 

●期間および区間  第１００回ピースボート「地球一周の船旅」（２０１８年１２月２６日（水）～２０１９年４月１日

（月）、横浜発神戸着、全１７寄港地）における下記区間で証言活動実施：２０１９年２月９日

（土）〜４月１日（月）計５２日間 リオデジャネイロ（ブラジル）から乗船、神戸まで 

●使用客船 オーシャンドリーム号 

●参加者        

  被爆者     １名 渡辺 淳子（広島被爆）_リオデジャネイロ（ブラジル）にて乗船、神戸まで乗船。 

  ユース特使     1名 森山 景（被爆３世）_地球一周に乗船し活動。 
 

●証言活動 ６カ国 ７都市にて実施 

●プロジェクト通称 おりづるプロジェクト 

●主な活動と成果 

 ①核兵器禁止条約への署名と批准を各国に求め、条約発効への機運を高めた。 

 アルゼンチンとチリの外務副大臣に面会。 

 ウルグアイの副大統領とサモアの首相に面会。 

 ブラジルほか各国で記者会見を行い核兵器廃絶を訴えた。 

 ヒバクシャ国際署名を計１２８筆集める。 

 

 ②世代や国境を越えて被爆者のメッセージを伝えていくための活動の可能性を広げた。 

 おりづるユース特使と参加者が協力し、歌や演劇など多様な表現での継承活動に取り組んだ。 

 タヒチでは大統領や核実験被害者団体と交流した。 

 日本国籍の被爆三世、五世と韓国籍の被爆三世で、それぞれ家族史を通して、感じている核兵器についての

思いや考えを知ってもらう企画を実施。 

 被爆体験の継承と核なき世界に向けて自分の言葉で語り継ぐ「おりづるピースガイド」の養成講座を実施、１６

名が修了。今後、原爆や平和に関する活動に取り組む。 
 

ピースボート  

〒169-0075 

東京都新宿区高田馬場 3-13-1-B1 

TEL03-3363-7561 FAX03-3363-7562 

PEACEBOAT 

ヒバクシャ地球一周 証言の航

海 Global Voyage for a Nuclear-Free World 

PeaceBoat Hibakusha Project 
 

おりづるプロジェクト 
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■参加被爆者 略歴  

 

 ■被爆者 

 

渡辺 淳子（わたなべ・じゅんこ） 
広島被爆 １９４２年１１月２８日生まれ 被爆当時２歳 

ブラジル在住 

広島で２歳の時に爆心地より１８km地点にて黒い雨を浴びて被爆。１９６７年に

結婚を機にブラジルに移住をした。３８歳の時に広島に里帰りをした時に両親より

被爆者であることを告げられる。２００３年にはブラジル被爆者平和協会に入り現

在理事として携わっている。在外・国内被爆者と差別の無い援助を求め政府との

交渉や現地での被爆証言・放射能被害者との交流をしてきた。過去３回ピースボ

ート「ヒバクシャ地球一周証言の航海」に参加し世界各地でも被爆証言をしてい

る。 

 

 

■ユース特使 

 

 

森山 景（もりやま・けい） 
広島出身、東京都在住 現在２５歳 

被爆３世であり、幼いことから平和活動には従事していた。 

高校時代、演劇部にて、毎年オリジナルの原爆劇を作り、８月６日に平和公園で

上演をし、コンクールに入賞している。大学でも演劇を続け、社会人になった今も

演劇ユニット「aomusi」を旗揚げした。「記憶」と「言葉」に着眼し、反戦・反核をテ

ーマに演劇をしている。 

 

 ※出航時（２０１８年１２月２６日）の年齢を記載しています。 
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● 寄港地での活動 

２月９日 リオデジャネイロ（ブラジル） 
活動都市：リオデジャネイロ 

発言者：渡辺淳子さん、森山景さん(記者会見／約 10名) 

 核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）国際運営団体「ラテンアメリカ人間の安全保障ネットワーク」のスタッフ、クリスチ

ャン・ウィットマンさん（写真左）のコーディネーターのもと記者会見を実施。当日は、カメラマンや人権問題に関心がある

人々数名に向けて船内で証言会を実施。被爆証言を日本の問題だけにせず、世界のどこにいても核兵器がある限り被

爆する可能性があると伝える。（ブラジルは核兵器禁止条約に署名しているが未批准） 

 

 

２月１３日 モンテビデオ（ウルグアイ） 
活動都市：モンテビデオ 

発言者：渡辺淳子さん、森山景さん 

ウルグアイ副大統領のルシア・トポランスキー氏が来船。渡辺淳子さんと面会。ルシア氏の前で被爆証言を伝え、「核

のない世界のために証言を伝えていきます。」と涙ながらに伝える。ウルグアイ観光大臣を含む６名も船内に訪れ、ヒバ

クシャ国際署名に署名していただく。（ウルグアイは核兵器禁止条約に署名・批准済み） 

 
 

２月１４日 ブエノスアイレス（アルゼンチン） 
活動都市：ブエノスアイレス 

発言者：渡辺淳子さん、森山景さん(現地取材／7社、副外務大臣面会、現地子ども達と交流／約 10名) 

外務副大臣 ダニエル・ライモンディ氏と面会し、核兵器禁止条約の重要性と署名を働きかけた。現地子ども達を船に招

き、交流。佐々木禎子さんの話から、核兵器の影響、核のない世界の大切さを伝えた。また、平和の象徴である折り鶴

を一緒に折るワークショップをおこなった。（アルゼンチンは核兵器禁止条約に未署名・未批准） 
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２月１９日 ウシュアイア（アルゼンチン） 
活動都市：ウシュアイア 

発言者：渡辺淳子さん、森山景さん 

市庁舎にて記者会見を実施。「日本もアルゼンチンも核兵器禁止条約の批准に向けて一緒に考え、前に進んでいきた

い」と伝える。記者からは「被爆者の差別は今も続いているのか」「核廃絶をするために今から出来ること」等多く質問が

出た。（アルゼンチンは核兵器禁止条約に未署名・未批准） 
 

２月２６日 バルパライソ（チリ） 
活動都市：バルパライソ 

発言者：渡辺淳子さん(副外務大臣訪問/日系親睦フェスティバル) 

外務省へ訪問し、副外務大臣のカロリーナ・トレス氏と面会。また、渡辺さんが被爆証言と「共に核廃絶を目指し一刻も

早い批准をお願いします。」とメッセージを伝える。日系親睦フェスティバルでは年齢も国籍も違う人たちが 100人以上

参加し、そこで平和に向けてのスピーチを行った。（チリは核兵器禁止条約に署名しているが未批准） 
 

３月１３日 パペーテ（タヒチ） 
活動都市：パペーテ 

発言者：渡辺淳子さん、森山景さん(市長訪問、核被害調査団・現地核実験被害者の会／モルロア・エ・タトゥと交流、大

統領訪問) 

ファアア市庁舎にてオスカー・テマル市長（元大統領）と面会。それぞれ、核の被害者がいる国として核兵器がなくなら

ないことへの悲しさと怒りを共有。核被害調査団との交流では、核問題に関しての教育での取扱や継承に関しての問

題の意見交換をした。NGO「モルロア・エ・タトゥ」では、核被害について関心のある高校生 10名に向けて被爆証言をお

こなった。「放射能による後遺症は具体的にどんなものがあるのか」と質問が出た。また、地域議会にて大統領エドゥア

ルド・フリッチ氏とも面会し、核兵器のない世界をともに目指そうと意見共有した。 

 

３月１９日 アピア（サモア） 
活動都市：アピア 

発言者：渡辺淳子さん(首相兼外務大臣表敬訪問) 

外務省にてサモア首相兼外務大臣の トゥイラエパ・サイレレ・マリエレガオイ氏を訪問。「作った兵器を使わなかったこ

とはない」との言葉から、核兵器が使用される危険性とともに、核のない世界を目指し続ける重要性の強さを感じた。 

（ウルグアイは核兵器禁止条約に署名・批准済み 
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●船内での活動 

≪企画一覧≫ 

１．原爆の被爆の実相を伝え理解を深める 

発 表 会： 「おりづる劇『女絵かきの一生 2019』」（２／６） 

証 言 会： 「おりづる被爆証言会」（２／１５） 

証 言 会： 「SDGユースへの被爆証言会（クローズド）」（２／２５） 

証 言 会： 「淳子さんが話す佐々木禎子さんの話」（２／２７） 

証 言 会： 「地球大学での被爆証言」（２／２８） 

証 言 会： 「日本国籍以外の原爆被害者のはなし」」 （３／６） 

発 表 会： 「おりづる劇『ブルーシート』プレリーディング（３／１１） 

発 表 会： 「おりづる劇『ブルーシート』初日」（３／２４） 

発 表 会： 「おりづる劇『ブルーシート』千秋楽」（３／２５） 
 

２．プロジェクトの意義や成果を一般参加者と共有する 

水案コラボ企画：「おりづる企画～ヒロシマから世界へ～」（１／２） 

紹介企画 ： 「おりづるプロジェクトってなんだろう？」（１／８） 

被爆三世五世対談：「家族史から垣間見る自分」（１／２８） 

紹介企画 ： 「ピースガイド養成講座説明会」（２／１７） 

報 告 会： 「おりづるプロジェクト寄港地報告会」（２／２３） 

交 流 会： 「淳子さんと話そう」（２／２４） 

紹介企画 ： 「おりづる劇Ⅱ 説明会」（２／２８） 

上 映 会： 「おりづる劇録画上映会」（３／８） 

交 流 会： 「演劇とはなにか」（２／１８） 

交 流 会： 「森山景の演劇ワークショップ①」（２／１８） 

交 流 会： 「おりづる劇練習」（２／１、３、４） 

交 流 会： 「おりづる劇Ⅱ練習①〜⑪」（３／２〜２２） 

報 告 会： 「おりづるプロジェクト寄港地報告会」（３／２１） 
 

３．戦争や被爆体験の継承について理解を深める 

展 示 会： 「原爆画展」絵本作家森本順子さんの作画展示（１／２８） 

展 示 会： 「第五福竜丸パネル展示」（３／１） 

上 映 会： 「ひろしま－1945年 8月 6日、原子雲の下の真実」（３／９） 

発 表 会： 「ピースガイド養成講座発表会」（３／２２） 

展 示 会： 「原爆画展Ⅱ」絵本作家森本順子さんの作画展示（３／２９） 
 

４．原発を含めた核に関する問題や平和の問題について理解を深める 

レクチャー：「今日は何の日？洋上で考える『3月 1日』」（３／１） 

レクチャー：「ピースガイド養成講説明会」（２／１７） 

レクチャー：「ピースガイド養成講座①〜⑨」（２／２１〜３／８） 

レクチャー：「ピースガイド養成講座補習」（３／１２） 

レクチャー：「ピースガイド発表会準備」（３／１５、１７、２０、２１） 

● 詳細 

ホームページ（日）  http://peaceboat.org/projects/hibakusha 

ホームページ(英）http://peaceboat.org/english/project/hibakusha 

ブログ（日）      https://hibakushaglobal.net/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://peaceboat.org/projects/hibakusha
http://peaceboat.org/english/project/hibakusha
https://hibakushaglobal.net/
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● メディア掲載情報（一例） 
１）２０１９年２月１８日掲載（アルゼンチン・ブエノスアイレス） 
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２） ２０１９年２月２５日掲載 （アルゼンチン・ブエノスアイレス） 

 
３）２０１９年３月１３日掲載（タヒチ・パペーテ） 
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